教育臨床心理学(金３)シケプリ　前田基成教官
この授業は教科書もレジュメも丁寧なので基本的にはそちらを参照してください。レジュメには該当部分の教科書のページも載っているのでそれだけで十分勉強できると思います。

シケプリもレジュメとほぼ同じようなものになっているので、レジュメの穴埋め部分を埋めるために、もしくは補助として使ってもらえるといいと思います。
※期末試験について

・授業で扱った内容を試験範囲とし、記述式問題を出題。

・試験時間は９０分で問題数は５題

・持ち込みは一切不可。

そもそも心理学とは…

内面的ないわゆる「心」のはたらきには一定の法則性があり、そのはたらきはなかば「無自覚的・無意識的・自動的」にはたらく。それらについて考え、人間の行動の法則性(＝心理的メカニズム)について研究することが心理学。たぶん。

Ⅰ　自分の心は自分がいちばんよくわかるか

・心理的リアクタンス理論

心理的リアクタンス理論とは、「人は選択の自由を脅かされるような状況、場面において、選択の自由を回復しようと強く動機づけられる」という理論である。
ex）最終新幹線の問題、ブレムの実験
ただ、これは夏学期出たらしいので出さないみたいなこと言ってました。

・認知的不協和の理論

個人の内面に互いに矛盾する相容れない２つの「認知」があるとき、「認知的不協和」と呼ばれる不快な緊張状態が起こる。そこで、それを解消、低減させるような心のはたらきが生じる。これを認知的不協和の理論という。
このようなことは本人にとって無自覚的に行われている。

心理的リアクタンス理論・認知的不協和の理論からいえることは…

１）自分の気持ち・心と呼ばれるものはひょっとしたら無自覚的な何らかの心理的メカニズムできまるのかもしれない。

２）そのメカニズム(＝はたらき)は、人間は不安定な心理状態を嫌い、安定した状態(「＝心のホメオスタシス」)を回復させようとするという目的があるのかもしれない。

・フラストレーション

フラストレーション(＝欲求不満)とは自分の欲求が阻止された状態のこと。心理的に不快な緊張状態。

この状態に置かれると…

１）合目的行動…どうにかして目的を達成しようとする。あくまで努力！
２）防衛機制…心理的不安定を解消→いいわけ(そんなに努力しない。≒合理化)

３）非合目的行動…自己破壊的行動。アルコール依存、自殺など。

・防衛機制

プラス面…心理的な安定を回復できる。心理的には適応状態。

マイナス面…成長がない。間違った方向にいく可能性。

防衛機制には置き換え、代償、昇華、抑圧、合理化、投射、逃避、退行、同一視、補償、反動形成、多重人格などがある、個々の詳しい説明は教科書P3~4参照。
防衛機制は社会的には適応であったり不適応であったりするが、心理的には適応状態をもたらす。よって適応機制ともいう。

・多重人格と解離

これも社会的には不適応であっても心理的に適応である。

多重人格をもたらすのは解離という心理的はたらきのことであり、解離によって多重人格以外にも「解離性同一性障害」「解離性遁走」が起こることがある。

具体例は教科書Ｐ５～を参照。

解離性同一性障害…２つ以上の同一性または人格状態が存在し、そのような人格状態の少なくとも２つが統制することにより、重要な個人的情報の想起が不能となり、それは普通の物忘れでは説明できないほど強い。そんな状態をいう。要するに解離性同一性障害。

解離性遁走…突然家庭や仕事場から放浪し、それまでの記憶を思い出せなくなる。自分のアイデンティティについても混乱している。一般的に言われる記憶喪失。

・トラウマとＰＴＳＤ

トラウマ…激しい心的外傷体験のこと。

この心的外傷体験の記憶が外傷性の記憶。断片的で文脈がなく、常に現在のように感じ生々しい身体的感覚を伴う。

ＰＴＳＤ…このような外傷性の記憶＝トラウマ体験の記憶が刺激により活性化されると場に不相応な感情反応が引き起こされる。これが心的外傷ストレス障害。略してＰＴＳＤ。解離性同一性障害もこの１つ。

要するに解離もＰＴＳＤは不安定な心理状態を嫌い、安定した状態(「＝心のホメオスタシス」)を回復させようとするメカニズムがはたらいていることがわかる。

・模擬監督実験

囚人役と看守役とに分け、その行動を見る。詳しくはレジュメ参照。この実験は役割理論を実践している。

役割理論…人間は役割を与えるとそのように振舞う(＝役割演技)。効果アップに重要なものとしては制服効果と非日常性である。

・マルチ・チャンネル・モデル

人間の心にはいくつもの意識が同時に存在しているのであり、たまたまそのうちのどれか１つが、今の意識となって表れているという考え方。

この考え方によれば、人間は潜在的に「多重人格」であり、本当の多重人格の場合はいくつかの意識のそれぞれが、個別の名前や性格や生育暦を持った「人格」と呼べるものまで発展した場合といえる。

つまり、１つのアイデンティティと他のアイデンティティは比較的自由に行き来できるし、その間の情報交換もスムーズに行われているが、この性質が失われて、意識同士がお互いに見知らぬ他人のようになってしまうのが精神疾患としての多重人格である。

・執行機能説vsモジュール説

執行機能説とモジュール説は、どちらも心がいくつかの異なったはたらきから成り立っていると考えるが、その「いくつかの心」を統括する心のはたらきがあるかないかという点で異なる。
執行機能説はオーケストラの指揮者のような統括するはたらきがあると主張する。

一方モジュール説では、相対的独立ないくつかの心の仕組み(モジュール)があり、それが相互に調整しあってはたらくと考える。これを支持する証拠としては①ながら仕事②特殊才能児③サヴァン症候群④特異な認知障害などがあげられる。詳細はレジュメ参照。

Ⅱ　精神分析理論――不適応行動のメカニズム
・ヒステリー

ヒステリーとは、何らかの心理的要因によって引き起こされる身体症状や精神症状のこと。身体症状のほうが比較的よく見られる。特徴としては①突然②身体的異常なし③ヒステリーになりやすい性格傾向がある④疾病利得があるなどがあげられる。

・意識・前意識・無意識――局所論

①意識…いま現在、意識されている領域。

②前意識…いま現在は意識されてはいないが、努力すれば意識化できる領域。

③無意識…意識されないように心の奥深く抑圧している領域。

抑圧され続けた心理的葛藤はどうなるか

→形を変えて現れる、ゆがんだ形になって意識される。ex）クレプトマニア、ヒステリー

※ここらへんの歴史的変遷というか発展みたいなものは教科書に詳しく載っています。

・原始ヒステリー
ヒステリーが病気であると考えられるようになり、現代から過去や未開発の地域に注目し、あれもヒステリーだったのでは…と考えられるものが原始ヒステリー。

ex）悪魔憑き、狐憑きなど

・歪んだ性格の形成――発達論
リビドー…固体の維持や種の保存に役立つ精神的エネルギーのこと。成長発達の過程で身体のどこかに顕著に現れる。身体のどの部位に現れるかで教科書２０ページの表のように、５つの発達段階に区分される。

リビドーが満足されなければ(＝固着を起こすと)、成長したあとに固着を起こした段階まで退行して満足しようとする。その結果①口唇性格②肛門性格③エディプス性格といった特有の性格が形成される。詳しくは教科書へ。
・性格の構造――構造論

人間の性格にはイド、自我、超自我の３つの構成要素があり、それらの力関係で性格の違いが説明される。たとえばイドが優勢だと正直だがわがままで周りのことを考えない性格となる、といった具合。生まれ持った本能のコントロールが重要となってくるのである。

イド…生得的に備わっている本能的・即時的・自己中心的な衝動・欲求で、素直に快楽を求め苦痛を避ける心＝快楽原則。

自我…イドからの衝動、欲求を現実社会で適応のために、状況に合わせて調節する＝現時原則。イドと超自我を調節するのも自我の役割。
超自我…成長の過程で身につけた良心や道徳心のことで、イドの快楽を求める衝動を厳しく禁止・監督するはたらきをする。

・道徳性と男性性、女性性

精神分析理論では、道徳性はイドをコントロールする超自我の形成にかかっている。その超自我は児童期までの親のしつけによって形成される。過程は下の通り。
①イドのみ→②自我が徐々に形成される→③しつけが始まり自我の中に超自我が形成される→④しつけが進み超自我が分離独立→⑤超自我の完成

また、超自我の形成にはエディプス・コンプレックスも非常に大きな影響を及ぼす。そのため、道徳性だけじゃなく男性性や女性性も身につける。そこの説明は教科書のエディプス・コンプレックスのところ参照。

・交流分析理論

簡単な心理テストからの分析など、レジュメに丁寧な説明があるので省略。

Ⅲ　初期経験と性格の形成
初期経験とは人生初期の乳幼時期の経験のことで、後々大きな影響を及ぼすことも。

・生物学者ポルトマン：鳥類の就巣性と離巣性の概念を哺乳類に適用。

就巣性…①妊娠期間短い。②１回の出産で生まれる子供の数は多い。③生まれてすぐ自力移動不可。
離巣性…①妊娠期間長い。②１回の出産で生まれる子供の数は多い。③生まれてすぐ自力移動可。

人間は…妊娠期間は長い。１回の出産で１匹→離巣性？

　　　　生まれてすぐ自力移動不可→就巣性？

この矛盾の原因―人間は生理的早産だから。よって人間の生後１年の乳児は子宮外胎児と呼ばれる。

生理的早産となった理由…二足歩行になり重い脳を支えられるようになり脳が発達。脳の発達により大きくなったため、難産になった。その難産を和らげ、母体を保護するためにも脳が小さいうちに出産するようになった。

・インプリンティング(刻印づけ)
動物行動学者ローレンツによって発見された、離巣性の鳥類・哺乳類に見られる性質。
１）誕生後の短時間内に見たり聞いたりした刺激対象を親と思い込み、その後かなり恒常的にその対象に追従反応を示す→生存可能性を高める。

２）子どものときにインプリンティングした対象と同じ種の異性に対して、求愛・交尾などの生殖行動を発現させる＝性的インプリンティング→種の維持を保つ。

・生きていくためのコミュニケーション能力
生理的早産のために自力移動できない人間の乳児は、生存可能性を高めるために、大人とコミュニケーションする能力を身につけた。

３ヶ月微笑…赤ん坊は誰にでも愛敬を振りまく。自分をかわいく、愛らしく見せ、大人の養育行動を引き出す。自分の生存可能性を高めるために大人に養育させている。但し、養育能力のない子供には微笑まない。

７ヶ月微笑…いわゆる人見知り。親にのみ微笑み、優越感を与える。

つまり、他の離巣性の動物のように自力移動できないので、表情や動作、声などの信号を親、大人に送って彼らの関心を自分のほうに引き寄せている。

※泣き、微笑、注視、喃語などの、親を自分の方に引き寄せる信号を愛着行動という。
・アタッチメント

イギリスの小児科ボウルヴィが提唱した理論で、乳児と母親の間の心理的結びつきのこと。子供によって愛着行動が示されたときに母親が適切に応答することを繰り返すことによって成立。

アタッチメントは生存可能性を高め、心理的安定を乳児にもたらすので、安定した性格や情緒が形成される基盤となっている。

・内的ワーキング・モデル

愛着行動には個人差がある→母親の応答に違いがあり、アタッチメントの質に差異があるから。byボウルヴィ

そこで、ボウルヴィの共同研究者だったエインズワーズらはアタッチメントの質を評価するためにストレンジ・シチュエーション法という実験を行った。その方法と結果は教科書参照。
このような母親に関するイメージを心の中の表象モデル＝内的ワーキング・モデルという。これは成長とともに表立った行動には現れなくなり、性格の一部になっていく。
・アタッチメントと性格
①アタッチメントが形成されていると、他者に対する信頼感があり、積極的になる。

逆にアタッチメントが形成されていないと、他人を信頼できず不安で、消極的・後退的になる。

②アタッチメントが形成されていると、自分に自信が持て、努力する。逆にアタッチメントが形成されていないと無力感や劣等感を抱き、努力をしなかったり、自己の過小評価や諦めの早さにつながる。

・アタッチメントが形成されないと

１）愛情遮断症候群
愛情が断ち切られることによる成長の障害。ネグレクトを受けている子供は愛情が与えられず、身体の発育が標準より遅れてしまう。アタッチメント理論ではアタッチメントの形成不全と説明できる。ホスピタリズムはこの典型。

２）ホスピタリズム

かつて施設で見られた発達障害で、今は見られない。

施設で長期間暮らすと、情緒的・対人的歪みがみられることがあり、その結果施設２世＝虐待の世代間連鎖も見られた。具体例など詳細は教科書参照。
かつてこれが見られたのは、昔の施設では保育者１人あたりの子供の数が多く、一人ひとりの愛着行動にいちいち応答できず、さらに交代で子供を養育するのでアタッチメントが成立しにくかったからだと考えられる。

Ⅳ　虐待する親と虐待された子ども

・児童虐待

１）被殴打児症候群

親の子どもに対する虐待という問題の始まりで、親が子どもに暴力を振るうことを例外的なものではないとアメリカの小児科医ケンプが報告した。

これには親により傷つけられる以外にも共通点があった。詳しくは教科書参照をしてほしいが、簡単に言うと、暴力により傷つけられることが繰り返され、暴力以外にも不適切な養育環境に長い間置かれていた。
２）児童虐待の種類

①身体的虐待②ネグレクト③性的虐待④心理的虐待の４つに分けられる。①と②は被殴打児症候群を２つに分けたもの。以下は簡単な説明。

①…子どもに対する身体的な暴行。

②…子どもの養育の放棄。

③…大人が子どもに対して性的な行為を行うこと。

④…親が子どもの存在自体を否定するようなメッセージを与え続けること。

※どんな親が虐待するのかについてはレジュメに詳しく書かれているので省略。
・虐待による心理的な影響

虐待は自尊感情の低下や神経性食欲不振症、さらには境界性人格障害の原因。

境界性人格障害の心理的特徴

①最高と最低を往復する

②不安定で激しい対人関係

③自己破壊的行動

④見捨てられ不安

⑤自己否定感

⑥アイデンティティ障害
⑦慢性的な不全感

３）虐待とＰＴＳＤ

心的外傷体験の記憶は断片的で文脈がなく、過去のことでなく常に現在のように感じ、生々しい身体的感覚を伴う。このようなトラウマ体験の記憶が何らかの刺激により呼び起こされ、その場に不相応な激しい感情反応が引き起こされることがＰＴＳＤ。(前述の通り)
虐待が引き起こすものとしては、アダルトチルドレンや役割逆転なども見られる。
Ⅴ　摂食障害――青年期特有の病理

摂食障害とは拒食症と過食症をあわせたもの。

１）神経性食欲不振症＝拒食症

やせ願望や肥満恐怖が顕著。またボディ・イメージの歪みや過活動も見られる。無月経。
「制限型」と「むちゃ食い/排出型」があり、発症は圧倒的にティーンエイジの女性である。本人に病職はない。
２）神経性過食症＝過食症

むちゃ食いを繰り返し、食べた後は嘔吐や下痢、浣腸を使って排出行動が見られる。これらが毎週２回以上、３ヶ月以上続いている。患者は、太ったり体重が増えたりすると自分が価値のない人間に思える。

１）と２）には、やせ願望と肥満恐怖という共通の心理がある。

・摂食障害の精神症状・行動的問題点
①強いやせ願望と肥満恐怖

②過剰なダイエット

③ボディ・イメージの歪み

④過食と嘔吐

⑤下痢・利尿剤の乱用

⑥活動性の亢進

⑦女性性の否定・幼児性への憧れ

⑧盗み

⑨飲食の強要

⑩アルコール依存

・なぜやせようとするのか
１）「女性はやせている方が価値がある」という文化

価値とは、美しさと社会での有能さを指す。

２）大人になることの抵抗感

第二次性徴に伴う身体の急激な変化がきっかけで、児童期では外に向いてた関心が身体に関して集まるようになった。

特に女性はとまどい、嫌悪といった否定的な感情を持ちやすい。なぜなら、自分のボディ・イメージを大きく修正しなければならず、変化した新しい身体像を受け入れることが困難で、さらに女性のほうが第二次性徴が早く受け入れにくいから。
３）「低体重を維持している」という達成感、コントロール感の獲得

実現の難しいことを達成しているという充実感、満足感が自己評価を向上させ、自尊感情＝自尊心の維持・向上につながる。下剤を使うのも体重のコントロール感と関係している。

歴史的に見て女性の自立と関係があるらしく、また比較的知的レベルの高い女性に多かった。
・摂食障害の歴史的・社会的背景

１）スリムな体型は富裕階級の象徴

摂食障害は欧米、日本のような先進国、高度に資本主義が発達している国でのみ摂食障害が急速に増加している。

昔はたくさん食べられること、つまり太っていることが富裕階級の象徴で、女性にとっては美の象徴だった。だが18世紀以降はジャガイモの栽培などにより食糧供給が安定し、量から質へと転換した。そしてやせた体型が、下層階級との差別化のためにも理想とされるようになった。

２）スリムな体型は社会で成功するために必要

富裕階級への憧れはスリムな体型への憧れにもつながった。また医療的にもむやみに太るのはよくないという考えが広まり、スリムな体型の人は自己管理ができる有能な人間であるとされるようになった。

３）男女平等社会による女性の社会進出
女性も社会で成功するためには、すなわち有能であるためにはスリムな体型でなくてはならない。

・摂食障害の臨床像の変化――過食症の成立

もともとは拒食がほとんどで過食はあまり見られなかったが、1970年代に過食・嘔吐が増加してきた。その背景にはダイエットが修行からブームとなり、自己コントロールが悪いものもダイエットするようになったことがあげられる。
Ⅵ　自己の心理と適応

・自己概念

自分――①自我…主体としての自分

　　　　②自己…客体としての自分

自己概念…自分自身に関する知識の体系。自己概念が形成されるにあたって大事なのは他者からの評価、他者との比較、自分の行動の観察である。
・自尊感情

自己概念に含まれる様々な側面を自己評価したときに生じる感情を自尊感情といい、通常は自分を肯定的に自己評価したときに生じる感情(＝自尊心)。社会的適応、精神的健康と関係が深く、それらを正常に保つためには自尊感情を一定に保つことが必要。

・自己評価維持理論

友人などとの関係において反映と比較にという2つの方法を用いて、自分の肯定的な側面に目を向けやすくし、自己評価を高めようと、低下するのを防ごうとする。
反映とは、友人などの優れた業績や行動の威光を反映させ自己評価を高める方法である。つまり、価値ある人の友人である自分も価値があると考えるのである。

比較とは、文字通り自分と友人を比較することである。

・自己高揚理論

人には自己評価欲求があるため、客観的な比較を求め社会的比較を行うが、それにより自尊感情が低下すると困るので、自己評価をうまく用いて自尊感情を高くする工夫をする。１）利己的な帰属のバイアス
原因帰属を自己防衛的に行うことをいう。詳しくは教科書・レジュメ参照。

２）セルフハンディキャップ方略

あらかじめ自分に不利な条件があるようにすること。

３）栄光欲＝反映

４）内集団的態度
自分の所属する集団を高く評価し、外集団やライバル集団を低く評価。

※社会的アイデンティティ理論

自分はどの集団に所属しているかという認知によって自己イメージが形成される。これが社会的アイデンティティである。また、このように自分をある集団の一員として位置づけることを自己カテゴリー化という。そして、その集団にいる自分に対し、肯定的な社会的アイデンティティを持つとき、その集団のよい面を主張するという内集団的態度につながる。
５）下向きの比較

自分より恵まれない他者と比較。

６）対人好悪における自尊心理論

自尊感情を高めてくれる相手に対しては、好意度、魅力度が高まる。

これに関してはレジュメに詳しく載っているのでそれを読んどくといいです。

・自己確証理論

自己概念を他者の言動で確認したいという自己確証欲求に基づくもの。自尊心方略と同じ。

Ex.スワンの実験…教科書参照。

Ⅶ　自己愛――自己の病理

・ストーカー
スト－カーとは「一方的に相手の恋愛感情や好意の感情を抱き、相手もまた自分に恋愛感情や好意の感情を抱いている幻想を持って、異性に接近して迷惑行為や攻撃行動を行う者」と定義できる。ストーカーの種類は教科書参照。レジュメで扱うものは人格障害の挫折愛タイプ。

・人格障害
著しく偏った考え方やものの見方をもち、感情のコントロールができなくなり、かつそれが統合失調症、うつ病など、いずれの精神病でも説明できない場合、それを人格障害という。この表面的には分からないが付き合ってみて分かる「ミクロな狂い」が人格障害の特徴。人格障害の種類についてはレジュメが詳しいので参照してください。

